
 

平成３０年７月２０日 

 第１２６号 

議会の傍聴はどなたでもできます。 

次の定例議会は９月です。 

傍聴手続きは、当日議場受付で住所・氏名・年齢を

書くだけです。日程は、広報無線や町のホームペー

ジ（８月下旬）でお知らせします。 

〒299-2192 

千葉県安房郡鋸南町下佐久間 3458  
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発行／鋸南町議会 編集／議会広報特別委員会 

元名競売用地取得  ・・・・・３ 

３議員が町政を問う  ・・・・・６ 

地域おこし協力隊と懇談会・・・１０ 

町民の声 白田さんに聞く・・・１２ 

つめたぁ～い 

   やめてよぉ

議会だより 

６月１９日 鋸南小２年生 プール開き 



－２－ 

                              

           
 
 

議
員
発
議
案 

  

教
育
予
算
に
関
す
る 

 
 

意
見
書
２
件
を
採
択 

 

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
必

要
な
教
育
環
境
の
整
備
推
進
を

求
め
る
「
国
に
お
け
る
教
育
予
算

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」。 

財
政
に
起
因
す
る
地
域
格
差

を
防
止
し
、
義
務
教
育
の
全
国
水

準
の
維
持
を
求
め
る
「
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関

す
る
意
見
書
」。 

そ
れ
ぞ
れ
提
出
者
を
総
務
常

任
委
員
長
、
賛
成
者
を
同
委
員
と

し
て
両
意
見
書
を
提
出
。
全
員
賛

成
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ

か
３
大
臣
に
提
出
し
た
。 

        

 

  
 

主
な
町
長
提
出
議
案 

  

デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機
購
入 

 

防
災
行
政
無
線
の
完
全
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
て
、
町
で
は
現
ア

ナ
ロ
グ
戸
別
受
信
機
を
回
収
し
、

替
り
に
デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機

を
無
償
貸
与
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。
ま
ず
30
年
度
は
、
津
波

の
心
配
の
あ
る
海
岸
地
域
を
中

心
に
、
31
年
度
は
残
り
の
地
域

へ
の
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

平
成
30
年
度
分
購
入
契
約
に

つ
い
て
、
取
得
を
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。
１
，
５
６
０
台
、
７
，

０
７
６
万
１
，
６
０
０
円 

ス
イ
ス
通
信
シ
ス
テ
ム(

株) 

 

        

小
学
校
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
購
入 

  

既
存
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
に
変
更
。
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
教
室
だ

け
で
な
く
、
普
通
教
室
へ
持
ち
運

び
が
可
能
と
な
る
。
購
入
に
よ
る

41
台
の
取
得
を
全
会
一
致
で
可

決
。 

１
，
１
８
１
万
５
，
２
０
０
円 

富
士
電
気
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ 

ン(

株)

千
葉
支
店 

          

老
人
セ
ン
タ
ー 

貸
切
風
呂
建
築
工
事 

 

旧
浴
場
を
撤
去
し
、
貸
切
風
呂

２
室
を
建
築
。
５
千
万
円
以
上
の

工
事
契
約
は
、
議
会
の
議
決
が
必

要
な
た
め
、
６
月
定
例
会
に
お
い

て
審
議
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。 

契
約
額
６
，
６
９
６
万
円 

東
海
建
設
（
株
）
鋸
南
支
店 

 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦 

  

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と

に
同
意
。
任
期
は
本
年
10
月
１

日
か
ら
３
年
間
。 

宇
部
律
子
氏
（
中
原
区
）
２
期
目 

池
田
順
子
氏
（
大
六
区
）
１
期
目 

 

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例 

 

①
鋸
南
町
税
条
例 

 

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を

追
加 

②
鋸
南
町
幼
稚
園
設
置
条
例 

新
幼
稚
園
開
設
に
よ
る
設
置

所
在
地
の
変
更 

（
両
案
と
も
全
会
一
致
で
可
決
） 

６
月
定
例
議
会
は
、
会
期
を
６
月
12
日
、
１
日
で
開
催
し
た
。 

議
案
は
、
議
員
発
議
案
２
件
。
町
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
改
正
２
件
、
財

産
の
取
得
３
件
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
２
件
、
一
般
会
計
・
国
保
会
計

補
正
予
算
２
件
及
び
追
加
議
案
と
し
て
、
工
事
契
約
の
締
結
１
件
、
合
計
10
議
案
。

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。 

一
般
質
問
は
、
笹
生
（
久
）・
三
国
・
田
久
保
の
３
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。 

 

６月定例議会 戸別受信機デジタル化へ 

３０・３１年度 ２カ年で全戸配布 

平成３０年度 平成３１年度

戸別受信機１，５６０台 戸別受信機１，５６５台
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昨
年
10
月
の
水
道
水
源
保
護

条
例
の
施
行
に
伴
い
、
鋸
山
ダ

ム
の
上
流
地
域
一
帯
は
、
保
護

地
域
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
地

域
内
に
あ
る
採
石
場
用
地
（
元

名
字
高
塚
１
７
４
９
番
地
外
50

筆
28
万
１
，
８
１
８
㎡
）
が
競

売
と
な
り
、
町
が
１
億
１
千
万

円
で
落
札
し
た
。
１
千
万
円
以

上
の
財
産
取
得
に
は
、
議
会
の

議
決
が
必
要
な
た
め
、
６
月
定

例
会
に
お
い
て
審
議
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。 

 

～
主
な
質
疑
～ 

 
 質

疑 

購
入
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
税
金
の
投
入
で
あ
り
、
地

価
調
査
価
格
３
千
71
万
円
か
ら

す
る
と
４
～
５
千
万
円
で
落
札

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
１
億

１
千
万
円
と
い
う
額
は
納
得
で

き
な
い
。
そ
の
根
拠
は
。 

答
弁 

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
等
の
年
間
利
用
料
４
０
０
万

円
の
30
年
分
相
当
と
積
算
。
ま

た
汚
染
土
壌
問
題
が
混
迷
を
深

め
、
競
争
者
が
不
特
定
多
数
で

あ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
確
実
に

町
が
取
得
す
る
た
め
、
可
決
予

算
１
億
２
千
万
円
内
で
支
出
し

得
る
可
能
な
額
と
し
ま
し
た
。 

質
疑 

財
産
の
取
得
目
的
が
観

光
等
の
推
進
と
な
っ
て
い
る
が
、

具
体
策
は
。 

答
弁 

引
き
続
き
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
活
用
を
図
る

た
め
、
関
連
条
例
等
を
制
定
し
、

そ
れ
以
外
の
様
々
な
団
体
の
利

用
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

～
討
論
～ 

 

賛
成
討
論 

 
 
 
 
 
 

伊
藤
茂
明
議
員 

 

昨
年
12
月
か
ら
４
回
に
渡
る

会
議
で
、
こ
の
財
産
取
得
に
関

し
協
議
を
し
て
き
た
が
、
一
般

事
業
者
が
取
得
し
た
場
合
、
汚

染
物
質
等
の
搬
入
に
よ
る
水
質

汚
染
等
の
可
能
性
が
十
分
に
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
町
が
取
得

す
べ
き
、
と
一
貫
し
て
主
張
し

て
き
た
。 

 

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

の
使
用
を
は
じ
め
、
様
々
な
活

用
方
法
に
よ
り
、
交
流
人
口
や

定
住
人
口
増
に
よ
る
町
活
性
化

の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
し

賛
成
す
る
。 

                              

                             

町民の安全最優先 

１億１千万円で競売取得 元名採石場用地  

水源保護と観光振興のため 賛成多数で可決 

鋸南町全図 

鋸山ダム（町営水道水源） 

フィルムコミッションとは・・・ 

映画等の撮影場所誘致や撮影支援

をする機関。 

 



－４－ 

 

常に客で賑わう 道の駅保田小 

応募のあった耕作放棄地 

          < 

主
な
歳
出 

>
 

議
会
費 

３
月
定
例
会
で
議
員

発
議
に
よ
り
可
決
し
た
、
議
員

報
酬
５
％
削
減
に
よ
る
２
５
１

万
円
の
減
額
。 

衛
生
費 

家
庭
用
小
型
合
併
浄

化
槽
設
置
補
助
金
51
万
円
。
転

換
型
２
基
分
の
設
置
費
用
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
。 

農
林
水
産
費 

イ
ノ
シ
シ
棲
み

家
撲
滅
特
別
対
策
事
業
２
０
７

万
７
千
円
。
ほ
ぼ
全
額
を
県
の

補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
も

の
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
棲
み
家
と

な
っ
て
い
る
耕
作
放
棄
地
等
の

刈
払
い
作
業
に
対
す
る
新
規
助

成
事
業
。 

商
工
費 

道
の
駅
推
進
事
業
費

２
９
０
万
９
千
円
。
道
の
駅
き

ょ
な
ん
の
ト
イ
レ
清
掃
業
務
を 

        

臨
時
職
員
か
ら
業
者
委
託
へ
切

り
替
え
る
た
め
の
増
額
。 

教
育
費 

学
校
管
理
費
修
繕
料

８７
万
５
千
円
。
強
風
に
よ
り
破

損
し
た
鋸
南
中
学
校
変
電
室
屋

根
防
水
シ
ー
ト
の
修
繕
。 

社
会
教
育
総
務
費
消
耗
品
費

１０
万
１
千
円
。
指
定
寄
付
に
よ

り
、
子
育
て
広
場
に
敷
く
畳
１５

枚
を
購
入
す
る
も
の
。 

 

公
民
館
費
備
品
購
入
費
30
万

円
。
指
定
寄
付
に
よ
り
、
図
書

を
購
入
す
る
も
の
。 

 < 

主
な
歳
入 

> 

 

都
市
交
流
施
設
収
益
分
配
金

２
４
７
万
円
。
道
の
駅
保
田
小

の
平
成
２９
年
度
の
収
支
が
確
定

し
、
発
生
し
た
利
益
の
う
ち
、

年
度
協
定
に
基
づ
き
、
２
割
が

分
配
金
と
し
て
、
指
定
管
理
者

か
ら
町
に
支
払
わ
れ
た
も
の
。 

                   
質
疑
と
答
弁 

 

 

質
疑 
鋸
南
町
で
は
高
齢
化
が

進
む
中
、
耕
作
放
棄
地
・
遊
休

農
地
が
、
か
な
り
増
え
て
い
る
。

新
規
事
業
の
イ
ノ
シ
シ
棲
み
家

撲
滅
特
別
対
策
事
業
の
募
集

は
、
５
月
末
に
締
め
切
ら
れ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
応
募
総
数
と

要
望
面
積
の
説
明
を
。
ま
た
、

ど
の
地
域
か
ら
の
応
募
が
多
か

っ
た
の
か
。 

                   

答
弁 

５
月
３０
日
で
募
集
を
締

め
切
り
ま
し
た
。
５
地
区
か
ら

応
募
が
あ
り
、
全
て
佐
久
間
地

区
の
団
体
で
す
。
計
画
の
２
倍

に
当
る
１０
万
㎡
近
く
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
優
先
順
位

や
補
助
要
件
に
適
合
す
る
か
な

ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、
７

月
中
に
は
結
果
を
通
知
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                              

一般会計補正予算 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
は
、
４
３
３
万
３
千
円
追
加
し
、
補
正
後

の
額
を
38
億
５
，
７
９
５
万
５
千
円
と
し
た

原
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。 

２８５万２千円を追加 

予算総額１１億９，７７５万５千円 

原案を全会一致で可決 

  

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
目
的

に
、
人
工
知
能
を
活
用
し
、
未
受
診

者
の
特
性
に
合
わ
せ
、
効
果
的
に
受

診
勧
奨
等
を
行
う
、
特
定
健
診
受
診

率
向
上
事
業
を
、
千
葉
県
国
保
連
合

会
に
委
託
す
る
た
め
の
も
の
。 

 



－５－ 

 

      28 万平方㍍採石場用地 競売参加にむけ 

      全会一致で１億２千万円の補正案可決 

５
月
11
日
に
開
催

し
た
臨
時
議
会
で
は
、

平
成
30
年
度
一
般
会

計
補
正
（
第
１
号
）
が

審
議
さ
れ
た
。 

元
名
地
区
町
営
水

道
水
源
地
に
隣
接
す

る
岩
石
採
取
場
用
地

（
面
積
約
28
万
㎡
、

地
目
は
雑
種
地
や
山

林
、
原
野
等
）
が
競
売

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
用
地
取
得
の
た

め
の
購
入
費
、
１
点
に

絞
っ
た
審
議
が
行
わ

れ
た
。 

水
道
水
源
へ
の
影

響
を
懸
念
し
た
町
は
、

町
の
貯
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
か
ら
約

１
割
に
当
る
、
１
億
２

千
万
円
を
取
り
崩
し

財
源
化
、
補
正
案
を
上

程
。
同
案
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
た
。 

な
お
補
正
後
の
財

政
調
整
基
金
残
高
は
、

10
億
６
１
０
万
円
と

な
る
見
込
み
。 

 

町
内
に
は
、
こ
れ
ら

民
間
業
者
の
採
石
用
地
が
複
数
あ
り
、
そ
の

後
の
活
用
方
法
が
見
通
せ
な
い
の
が
実
情
。 

 

審
議
で
は
、
水
道
水
源
の
隣
接
地
と
い
う

地
理
的
条
件
か
ら
、
町
が
保
有
す
る
の
が
最

適
と
の
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
当
該
土
地
の

有
効
活
用
を
求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。 

 

「
人
事
案
件
」
決
定
す
る 

○
教
育
長
、
教
育
委
員 

・
教
育
委
員
会
教
育
長 

富
永 

安
男
氏 

 
任
期
：
平
成
33
年
５
月
23
日
ま
で
の 

 

 
 
 
 

３
年
間
。 

・
教
育
委
員
会
委
員 

中
山 

郁
夫
氏 

 

任
期
：
平
成
34
年
５
月
29
日
ま
で
の 

 

 
 
 
 

４
年
間
。 

 

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員 

・
三
浦 

庸
一
氏 

任
期
：
平
成
33
年
５
月

22
日
ま
で
の
３
年
間
。 

・
戸
倉 

茂
氏 

 

任
期
：
平
成
33
年
６
月

５
日
ま
で
の
３
年
間
。 

 

○
選
挙
管
理
委
員
、
補
充
員 

選
挙
管
理
委
員 

・
吉
田 

誠
氏 

・
榎
本 

榮
治
氏 

・
平
井 

昭
二
氏 

・
山
根 

善
一
氏 

選
挙
管
理
委
員
補
充
員 

・
石
井  

衛
氏 

・
能
城 

勉
氏 

・
森 

政
幸
氏 

・
鈴
木 

匡
氏 

                              

 
 

                       

左から、伊藤議員・黒川議員・鈴木議員 

千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会 

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞 

 

５
月
24
日
、
千
葉
市
内
に
お
い
て
、
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
席
上
、
町
議
会
議
員
を
11
年
以
上
在
職
し
、
地
方

自
治
に
功
労
が
あ
っ
た
議
員
に
贈
ら
れ
る
、「
自
治
功
労
者
表
彰
」
の
発
表
が
あ
り
、

鋸
南
町
議
会
か
ら
は
、
伊
藤
茂
明
・
黒
川
大
司
・
鈴
木
辰
也
の
３
議
員
が
受
賞
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
伝
達
式
が
、

６
月
12
日
、
第
３

回
鋸
南
町
議
会
定

例
会
で
行
わ
れ
、 

午
後
の
会
議
再
開

前
、
議
場
に
お
い
て

小
藤
田
議
長
か
ら

受
賞
者
へ
表
彰
状

と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。 



－６－ 

町のホームページで

議会のライブ中継も

やっているよ 

                              

                             ３
議
員
が
町
政
を
問
う 

三国 幸次 議員 

  ・鋸南病院について 

田久保 浩通 議員 

・介護保険事業計画について 

 

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長

に対し質問や提案を行うものです。 

紙面の都合上概要を掲載しています。 

 

笹生 久男 議員 

・横根採石場崩落事故の 

        対応について 



－７－ 

                              

質
問 

横
根
採
石
場
の
２
度
の

崩
落
事
故
に
関
し
て
、
町
は
県

に
対
し
再
発
防
止
の
指
導
を
要

望
し
た
。
結
果
出
さ
れ
た
県
の

指
導
書
で
は
、
原
因
究
明
と
発

破
作
業
の
見
直
し
等
を
は
じ
め

と
す
る
再
発
防
止
に
向
け
た
改

善
措
置
を
、
速
や
か
に
報
告
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
結
果
は
。 

答
弁 

11
月
８
日
付
け
「
採
石

場
で
の
土
石
流
出
事
故
の
指
導

文
書
」
で
、
県
は
事
業
者
に
対

し
、
再
発
防
止
や
改
善
措
置
の

検
討
結
果
を
速
や
か
に
報
告
す

る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
２
度
の
県
と
事
業

者
間
で
の
協
議
を
経
て
、
３
月

22
日
、
県
に
最
終
的
な
改
善
計

画
書
が
提
出
さ
れ
、
翌
23
日
に

両
者
か
ら
町
に
対
し
、
改
善
計

画
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

改
善
計
画
で
は
、
今
回
の
原

因
を
、
崩
落
発
生
前
か
ら
の
連

続
し
た
降
雨
に
よ
り
、
地
山
が

飽
和
状
態
と
な
り
、
摩
擦
力
、

粘
着
力
が
減
少
し
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
発
破
に
よ
る
振
動
が
作

用
し
、
表
層
崩
壊
が
発
生
し
た

と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。 

一
方
、
再
発
防
止
対
策
と
し

て
は
、
県
道
の
斜
面
の
み
な
ら

ず
、
離
れ
た
区
域
で
も
、
県
道

か
ら
２
ｍ
の
高
さ
に
達
す
る
ま

で
は
、
火
薬
に
よ
る
発
破
作
業

は
行
わ
ず
、
重
機
に
よ
る
掘
削

を
行
い
、
通
行
量
の
多
い
時
間

帯
は
作
業
を
行
わ
な
い
等
の
改

善
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。 

更
に
地
山
の
湿
潤
把
握
の
た

め
の
観
測
井
戸
を
新
た
に
設
置

し
、
雨
水
の
滞
留
状
況
の
監
視

も
行
う
と
の
こ
と
で
す
。 

質
問 

事
故
の
原
因
、
現
場
状

況
や
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
町

の
主
要
道
で
の
事
故
で
あ
り
、

一
般
町
民
へ
も
情
報
提
供
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
と
し

て
事
業
者
へ
の
指
導
が
で
き
な

い
の
か
。 

答
弁 

事
業
者
か
ら
は
、
４
月

に
、
事
業
所
が
あ
る
鋸
東
３
区

の
住
民
に
、
再
発
防
止
対
策
の

説
明
及
び
改
善
計
画
内
容
の
回

覧
を
個
別
訪
問
に
よ
り
行
っ
た

と
の
こ
と
。
町
で
は
、
県
と
協

議
の
上
、
一
般
の
方
々
へ
の
情

報
提
供
の
実
施
に
つ
い
て
事
業

者
へ
指
導
し
て
行
き
ま
す
。 

質
問 

横
根
採
石
場
の
岩
石
採

取
計
画
は
平
成
30
年
８
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

答
弁 

５
月
31
日
に
県
及
び
事

業
者
と
町
で
協
議
し
た
際
、
事

業
者
か
ら
は
、
改
善
計
画
書
に

基
づ
き
、
必
要
な
安
全
対
策
を

行
っ
た
後
、
再
度
、
認
可
申
請

を
行
う
意
向
で
あ
る
が
、
再
開

の
時
期
は
県
と
協
議
を
進
め
る

が
、
現
在
は
未
定
と
の
こ
と
。 

要
望 

度
重
な
る
事
故
は
「
共

同
運
営
協
定
書
」
の
内
容
か
ら

地
元
業
者
の
関
連
が
十
分
判
明

で
き
る
。
安
全
確
認
に
つ
い
て
、

不
十
分
で
あ
れ
ば
町
か
ら
県
へ

具
申
す
べ
き
こ
と
を
要
望
す
る
。 

           

 

問 

横
根
崩
落
事
故 

事
業
者
へ
の
指
導
結
果
は 

 

答 

町
に
改
善
計
画
の
説
明
あ
り 

笹生 久男 議員 

 

設置されている防護柵 



－８－ 

                              

質
問 

国
の
た
び
重
な
る
、
医

療
制
度
改
革
に
よ
り
、
医
師
や

看
護
師
不
足
を
招
き
、
中
小
病

院
の
経
営
を
困
難
に
し
て
い
る
。

鋸
南
病
院
も
医
療
制
度
が
変
わ

る
た
び
に
そ
の
対
応
で
振
り
回

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
鋸
南
町
で
唯
一
の
国

保
病
院
を
、
守
り
、
良
く
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
鋸
南
病
院
の
現
状
に
つ
い

て
の
認
識
は
。 

答
弁 

療
養
病
床
は
、
看
護
師

の
人
数
が
施
設
基
準
に
達
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
開
設
以
来

９
床
を
休
床
と
し
て
お
り
、
25

床
で
稼
働
し
て
い
る
状
況
で
す
。

依
然
、
看
護
師
の
人
員
確
保
は

困
難
な
状
況
で
す
。
医
師
確
保

に
お
い
て
も
、
県
の
医
師
派
遣

事
業
に
よ
り
、
１
年
か
ら
２
年

間
の
派
遣
期
間
で
、
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
患
者
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
が
ま
ま
な
ら
な
い
と

の
認
識
も
し
て
お
り
ま
す
。
経

営
面
に
お
い
て
は
、
外
来
患
者

数
の
減
や
一
般
病
床
に
お
け
る

入
院
患
者
数
の
減
、
治
療
行
為

が
入
院
料
に
反
映
さ
れ
な
い
長

期
入
院
患
者
が
、
療
養
病
床
に

お
い
て
多
い
こ
と
が
、
収
益
の

減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

質
問 

国
の
医
療
制
度
改
革
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

答
弁 
今
回
の
改
正
で
、
入
院

に
対
し
て
よ
り
一
層
、
重
症
度
、

医
療
・
看
護
の
必
要
度
を
重
視

し
、
診
療
報
酬
が
細
か
く
設
定

さ
れ
、
急
性
期
一
般
入
院
基
本

料
に
お
い
て
、
７
人
の
患
者
に

対
し
て
１
名
以
上
の
看
護
師
を

配
置
す
る
７
対
１
及
び
10
人
の

患
者
に
対
し
て
１
名
以
上
の
看

護
師
を
配
置
す
る
10
対
１
が
、

急
性
期
一
般
入
院
料
１
か
ら
７

ま
で
の
７
段
階
に
再
編
さ
れ
ま

し
た
。
加
え
て
、
新
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
看
護
師
が
毎
日
重

症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
を

デ
ー
タ
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

鋸
南
病
院
は
、
25
対
１
で
対
応

し
て
い
る
の
で
、
従
来
の
診
療

報
酬
を
維
持
す
る
に
は
、
看
護

師
を
増
員
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
病
院
を
運
営
す
る
財
団

に
考
え
を
示
さ
せ
、
速
や
か
に

協
議
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

質
問 

町
民
か
ら
の
信
頼
を
高

め
、
経
営
も
改
善
・
安
定
さ
せ

る
た
め
に
町
と
し
て
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

答
弁 

職
員
等
の
異
動
に
よ
る

業
務
の
遅
延
や
患
者
等
の
対
応

で
、
相
手
に
不
快
感
を
与
え
な

い
よ
う
接
遇
の
改
善
を
要
望
し
、

経
営
安
定
に
努
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

要
望 

国
の
医
療
制
度
改
革
に
、

前
向
き
に
立
ち
向
か
い
、
鋸
南

病
院
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
と

い
う
方
向
に
持
っ
て
行
か
な
い

と
町
の
大
事
な
病
院
が
良
く
な

ら
な
い
と
思
う
。
経
営
面
、
人

材
確
保
、
接
遇
に
お
い
て
腹
を

据
え
た
取
り
組
み
を
し
て
欲
し

い
。 

 

 

問 

鋸
南
病
院
を
良
く
し
、
守
る
た
め
に
は 

 

答 

財
団
と
協
議
を
密
に
し
検
討
し
た
い 

三国 幸次 議員 

 

住民の期待を背負う鋸南病院 



－９－ 

                              

質
問 

介
護
保
険
事
業
計
画
が

３
月
に
策
定
さ
れ
、
４
月
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
。
計
画
に
よ

る
と
、
要
介
護
認
定
者
数
は
全

国
的
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
中
、

町
の
推
移
計
画
に
よ
る
と
、
平

成
37
年
度
に
は
、
緩
や
か
な
減

少
傾
向
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
。
こ
の
傾
向
は
、
ど
う
分
析

さ
れ
た
も
の
か
。 

答
弁 

減
少
傾
向
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
お
い
て
介
護
予
防
事
業

を
推
奨
し
、
実
践
し
て
き
た
成

果
に
よ
り
、
介
護
状
態
に
な
る

方
が
全
体
的
に
増
え
て
い
な
い

こ
と
が
要
因
で
、
こ
の
こ
と
が

推
計
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。 

質
問 

こ
の
よ
う
な
減
少
傾
向

に
向
か
う
ケ
ー
ス
は
、
希
な
ケ

ー
ス
と
受
け
止
め
て
い
い
か
。

答
弁 

そ
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
た
だ
い
て
結
構
だ
と
思
い

ま
す
。 

質
問 

住
民
主
導
型
の
介
護
予

防
活
動
が
行
わ
れ
、
現
在
18
地

区
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。
更
に
新
た
な
地
区
に
対

し
て
も
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

何
か
具
体
的
な
考
え
が
あ
る
か
。

答
弁 

現
在
、
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、

核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
的
な
方
々

が
お
ら
れ
、
そ
の
方
々
が
、
開

催
の
連
絡
や
参
加
の
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
未
実
施
の

地
区
に
お
い
て
も
同
様
に
、
核

と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
形
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

質
問 

介
護
予
防
健
診
は
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
回
を
重

ね
て
い
く
中
で
参
加
者
の
推
移

は
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
。 

答
弁 

平
成
27
年
度
か
ら
で
す

が
、
１
０
５
名
、
28
年
度
は
１

０
９
名
、
そ
し
て
平
成
29
年
度

は
１
２
８
名
と
若
干
で
は
あ
り

ま
す
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。 

要
望 

参
加
者
が
是
非
、
継
続

し
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
参
加

者
が
楽
し
め
る
新
し
い
企
画
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
、
進
め
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
介
護
予
防
の

施
策
と
し
て
、
生
活
機
能
事
業

を
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
と

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

引
き
こ
も
り
予
防
、
運
動
機
能

強
化
を
主
と
し
た
事
業
展
開
を

重
ね
、
そ
の
結
果
、
生
活
維
持
・

改
善
が
見
込
ま
れ
、
す
ば
ら
し

い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
そ
こ

で
１
点
提
案
し
た
い
。
外
に
出

る
こ
と
が
面
倒
な
方
や
、
色
々

な
理
由
で
参
加
で
き
な
い
方
に

対
し
て
、
声
を
か
け
あ
う
こ
と

で
、
一
歩
踏
み
出
せ
る
き
っ
か

け
が
作
れ
れ
ば
、
介
護
予
防
の

さ
ら
な
る
充
実
が
図
れ
る
。
高

齢
者
同
士
が
声
を
掛
け
合
え
る

環
境
作
り
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

 

問 

要
介
護
認
定
者
数
、
な
ぜ
減
少
に
向
か
う
の
か 

 

答 

人
口
減
少
と
介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み
の
成
果 

 

田久保 浩通議員 

 

成果を上げている介護予防事業 



－１０－ 

有害獣でツーリズムを 

                             

                             

                             

                             

                    

地域おこし協力隊と 

       懇談会 

議会広報特別委員会 

 町は、現在、移住定住分野１名、有害鳥獣対策分野２名、計３名の協力隊員を委嘱している。 

 昨年の１０月から始まった地域おこし協力隊の活動については、鋸南町議会としても注目してい

る。協力隊員の活動開始から半年が経ったが、それぞれの活動がどのようなものか、詳しく理解し

ていないのが現状。そこで議会広報特別委員会では、地域おこし協力隊と直接話をする機会を設け、

３名の協力隊員の活動内容や思いなどを聞き、それを議会だよりの記事とすることで、多くの方々

に知ってもらいたいと考え懇談会を行った。 

 

 

前
は
旅
行
会
社
に
勤
務
を
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
時
の
経
験
を
活
か

し
て
、
都
会
の
人
達
に
、
有
害
獣
対

策
に
触
れ
て
も
ら
っ
て
、
交
流
促
進

の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

な
か
で
も
狩
猟
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、

簡
単
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
有
害
獣

を
仕
掛
け
て
、
捕
っ
て
、
捌
い
て
、

食
べ
る
と
い
う
ツ
ア
ー
で
す
。
全
国

的
に
見
て
も
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
ん
で

す
ね
。
先
進
的
な
体
験
型
の
観
光
な

の
に
、
地
域
の
課
題
も
解
決
す
る
、

有害鳥獣対策支援 

狩猟免許所持 

て
も
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ

て
い
る
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
取
り
組
み
な
ん
で

す
ね
。
今
は
、
抵
抗
が
あ
る
よ
う
な

こ
と
で
も
早
め
に
検
討
し
て
、
可
能

性
を
探
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
す
よ
。
鋸
南
町
と
し
て
、
発

信
し
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
ま
だ

あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
自
分
達

が
伝
え
て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
。 

 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
ア
ウ
ト
ド

ア
が
好
き
な
の
で
、
自
然
の
中
で
の

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た

 
 

黒
澤 
徹 

隊
員 

さ
ば 
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も
と
も
と
趣
味
で
狩
猟
を
や
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
狩
猟
技
術
を

高
め
た
い
と
思
い
協
力
隊
に
応
募

し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
横
根
地
区
の
皆
さ
ん
の

狩
猟
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い

て
、
一
斉
駆
除
の
実
施
隊
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
温
か
く
迎
え
て
く
れ

て
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

狩
猟
技
術
が
と
て
も
高
く
、
私
に

惜
し
み
な
く
教
え
て
く
だ
さ
る
の

で
、
そ
の
技
術
を
で
き
る
だ
け
吸

収
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
免
許
を
取
る
方
が
増
え

れ
ば
、
駆
除
効
果
も
高
く
な
り
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
に
自
分
達
が

な
れ
れ
ば
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

 

協
力
隊
で
の
活
動
、
業
務
内
容

が
特
殊
な
こ
と
も
あ
り
、
特
定
の

方
に
は
、
頻
繁
に
お
会
い
す
る
の

で
す
が
、
広
い
意
味
で
町
の
方
に

接
す
る
機
会
が
少
な
い
の
が
残
念

で
す
。
鋸
南
町
に
来
て
、
半
年
経

ち
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、
ま
ず
は
、
多
く
の

方
に
顔
と
名
前
を
憶
え
て
い
た
だ

 

東
京
で
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
経
験

を
活
か
し
、
鋸
南
町
で
も
ヨ
ガ
を
ベ

ー
ス
に
活
動
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
鋸
南
小
学
校
の
放
課
後
こ
ど

も
教
室
で
も
子
ど
も
達
に
ヨ
ガ
を

教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

町
民
の
方
と
も
親
し
く
さ
せ
て
も

ら
い
、
町
で
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
移
住
定
住
者
向
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手

に
取
っ
て
も
ら
い
、
鋸
南
町
に
移
住

し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
・
・
・
。 

 

統
計
を
取
り
は
じ
め
て
間
も
な

い
で
す
が
、
移
住
定
住
の
相
談
件
数

が
、
１
月
か
ら
で
40
件
程
あ
り
、

御
年
配
の
方
の
相
談
が
多
い
で
す
。

結
果
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
協
力
隊
員
と
委
員
の
皆
さ

ん
と
の
懇
談
会
に
参
加
し
て
、
移
住

定
住
支
援
と
有
害
獣
対
策
は
違
う

活
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
機
会
を
通
し
て
、
共
通
の
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
中
で
も

 

移住定住支援 

ヨガインストラクター 

伊
藤 

哲
生 

隊
員 

有害鳥獣対策支援 

狩猟免許所持 

花澤 

 華衣 隊員 

多くの人が狩猟免許を 

共通課題にチャレンジ 
 か   え 
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５月７日 議員全員協議会 

     議員総会 

     議会運営委員会 

５月11日 第２回議会臨時会 

５月28日 議員全員協議会 

６月５日 議会運営委員会 

６月12日 第３回議会定例会 

６月28日 議会広報特別委員会 

７月５日 議会広報特別委員会協議会 

７月９日 議員全員協議会 

 

                              

                            

北海道松前郡福島町生まれ。 

千代の富士と同郷の同い年。 

函館の大学を出て、神奈川県平

塚で小学校の教師を３０年、５

２才で退職。 

田舎暮らしにあこがれ５３才で

鋸南町へ 

 

 

 議
会
の
日
誌 

 

～
編
集
後
記
～ 

平
成
30
年
第
54
回
千
葉
県
操
法
大
会
が
、
７
月
28
日
に
千
葉

県
消
防
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
か
ら
は
安
房
支
部

代
表
と
し
て
第
２
分
団
が
出
場
。
１
月
よ
り
60
回
を
超
え
る
猛

特
訓
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
般
、
第
２
分
団
の
操
法
訓
練
を
見
学

す
る
機
会
が
旧
佐
久
間
小
で
あ
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
と
の
併
用

利
用
地
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
凸
凹
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、
決
し
て

良
い
条
件
と
言
え
ま
せ
ん
。
団
員
の
１
人
が
自
宅
か
ら
ト
ラ
ク

タ
ー
を
持
ち
込
み
、
急
き
ょ
、
操
法
練
習
会
場
の
整
備
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
他
の
団
員
は
、
一
輪
車
で
土
砂
の
運
搬
を
行
う
等
の

連
携
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
第
２
分
団
の
一
致
団
結
し
た
素
晴

ら
し
い
行
動
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
手
元
に
届
く
頃
、
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
結
果
が
出
せ
る
こ
と
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。
頑
張
れ
、
第
２
分
団
諸
君
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笹
生 ( 

久) 

議会について楽しく知ろう!! 

夏休みの自由研究に。普段は入れない議場の中で、 

やさしく楽しく議会の仕事を学びませんか 

◆日  時 平成３０年８月２２日（水） 

      午前１０時から３０分程度 

◆場  所 鋸南町役場２階議場 

◆募集人数 中学生までの親子１０組２０人 

◆申込締切 ８月１０日（金） 

◆申込みは 議会事務局☎５５－４８０４ 

 

親子で議場見学 

 

 自給自足の田舎暮らしに興味があり、釣りが好きなので、海の

近くに住みたいと、家探しをしていたところ、アクアラインを降

りてこの地にたどり着きました。富士山と海に浮かぶ船の景色に

感動し、即決でした。移住して10年になります。 

 家庭菜園で野菜を育てていたところ、近所の方から８アールの

畑を貸してもらい、菜花栽培を始めました。その後も畑をお借り

し、現在は全部で６８アール。２５種類の野菜、米、イチゴ、ト

ウモロコシ、肥後グリーン（メロン）など栽培しています。 

 「道の駅保田小」に出荷するようになり、年配の出品者がスマ

ホを使って商品の売れ行きをチェックする姿を見かけるように

なりました。すごく、元気をもらいます。ですが、人口減少の速

さに驚いています。荒れ地も増え、このままでは、さびしい。な

白田 誠治さん 

夢の田舎暮らしをして 

んとかくい止めるためにも、私のような移住者が増えれ

ばいいなと思っています。 
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